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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和６年１月３１日（水）  

 

２ 確認箇所 

５・６号機サブドレン集水設備（５・６号機建屋周辺等） 

 

３ 確認項目 

  ５・６号機サブドレン集水設備の状況 

 

４ 確認結果の概要 

５・６号機サブドレン集水設備※は、東日本大震災以降、運用が停止され

ていたが、５・６号機建屋への地下水流入を抑制するため、令和２年９月か

ら復旧工事が開始され、令和４年３月から運用が開始されていることから、

現況を確認した。（図１）（前回確認：令和４年５月１３日） 

 ・５・６号機建屋東側（海側）（以下「東側エリア」という。）のサブドレ

ンピットでは、現地確認時には作業は行われていなかったが、サブドレン

ピット周囲には揚水ポンプの点検用櫓や作業台が設置されており、一部の

サブドレンピットには仮設の配管が接続されていた。（写真１） 

・また、東側エリアには、発電機、空気圧縮機、配管類及びノッチタンク等

で構成される揚水配管洗浄装置が仮堰の中に設置されていた。（写真２） 

・５・６号機建屋西側（以下「西側エリア」という。）のサブドレンピット

周囲にも揚水ポンプ点検用櫓や作業台が設置されていたが、一部は設置作

業の途中であった。また、揚水配管洗浄装置も設置作業の途中であった。  

（写真３） 

・東側エリアのサブドレンピットから汲み上げた地下水を中継する中継タン

クＡは、中継タンクの入口配管が外されていた。また、集水タンクへの移

送ポンプが停止しており、移送配管の保温材カバーが外されていた。 

なお、西側エリアのサブドレンピットから汲み上げた地下水を中継する中

継タンクＢは稼働していた。（写真４） 

・中継タンクの西側にも、揚水配管洗浄装置が設置されていたが、現地確認

時には作業は行われていなかった。（写真５） 

 ※５・６号機サブドレン集水設備：復旧（揚水ポンプ、水位計、移送配管等の新設）した

５・６号機建屋周辺の13基のサブドレンピット（東側エリア：６基 西側エリア：７基）

で地下水を汲み上げ、新設した2基の中継タンクを経由して、既存の１～４号機のサブド

レン集水タンクに移送する設備。 

 

 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/513898.pdf
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（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

 

 

（写真１－１） 

 点検用作業台の設置例（№72サブド

レンピット）（北側から撮影） 

 

 

（写真１－２） 

 点検用櫓の設置及び仮設配管の接続

状況の例（№71サブドレンピット） 

（南東側から撮影） 

 

 

（写真２） 

 揚水配管洗浄装置の設置状況 

 （北側から撮影） 

 ※写真奥側に発電機や空気圧縮機が

設置されている。 

 

№72 サブドレンピット 

作業台  

№71 サブドレンピット 

点検用櫓  

仮堰  

ノッチタンク 

発電機  
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（写真３－１） 

 点検用作業台や櫓の設置例（№84サ

ブドレンピット）（南側から撮影） 

 

 

（写真３－２） 

 点検用櫓等設置途中の例（№92サブ

ドレンピット） 

     （西側から撮影）     

 

 

（写真３－３） 

 揚水配管洗浄装置設置途中の例 

（南西側から撮影） 

 

 

（写真４－１） 

 中継タンク概観（北西側から撮影） 

№84 サブドレンピット 

点検用櫓  

作業台  

№92 サブドレンピット 

揚水配管洗浄装置 

中継タンク 
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（写真４－２） 

 中継タンクの上部の状況 

（南側から撮影） 

 

 

（写真４－３） 

 移送ポンプＡ回りの配管の状況 

（南西側から撮影） 

 

（写真５－１） 

 中継タンク西側の揚水配管洗浄装置  

 の設置状況①（北西側から撮影） 

 

 

（写真５－２） 

 中継タンク西側の揚水配管洗浄装置 

 の設置状況②（北西側から撮影） 

 

５ プラント関連パラメータ等確認 

  本日確認したデータについて、異常な値は確認されなかった。 

 

中継タンクＡ 

中継タンクＢの入口配管 

取外された中継タンクＡ
の入口配管 

移送ポンプＡ 
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空気圧縮機 
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